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寄

　稿

alic 2023.4 02

日
本
農
業
遺
産・南
あ
わ
じ
市
に
お
け
る
資
源
循
環
型
農
業

南
あ
わ
じ
市 

産
業
建
設
部 

農
林
振
興
課

御み
け
つ
く
に

食
国
淡
路
島

　
淡
路
島
は
古
代
か
ら
平
安
時
代
ま

で
、
皇
室
・
朝
廷
に
海
水
産
物
を
中
心

と
し
た
御み

け
り
ょ
う

食
料（
穀
類
以
外
の
副
食
物
）

を
貢
い
だ
「
贄に

え

の
貢
進
国
」
で
あ
り
、

「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
島
故
に
農
地
や
資
源
に
限
り
が
あ

り
、
瀬
戸
内
気
候
の
特
徴
で
も
あ
る
少

雨
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
南
あ
わ
じ
地
域
が
令
和
の

時
代
に
お
い
て
も
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
や

レ
タ
ス
、
淡
路
ビ
ー
フ
な
ど
豊
富
な
食

材
に
恵
ま
れ
、
全
国
有
数
の
農
業
地
域

と
な
っ
て
い
る
要
因
は
、
優
れ
た
農
業

シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

言
え
ま
す
。

南
あ
わ
じ
地
域
の
日
本
農
業
遺
産

　
当
地
域
の
農
業
シ
ス
テ
ム
は
、
令
和

３
年
２
月
に
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
1
0
0
年

以
上
続
く
水
稲
と
た
ま
ね
ぎ
の
二
毛
作

と
畜
産
を
組
み
合
わ
せ
た
生
産
の
循
環

で
す
が
、
そ
の
根
幹
を
な
す
の
が
、
伝

統
的
な
独
自
の
水
利
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
先
述
の
と
お
り
、
当
地
域
は
雨
が
少

な
い
た
め
、
律
令
の
時
代
（
注
１
）
か

ら
開
墾
と
同
時
に
た
め
池
な
ど
か
ん
が

い
施
設
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
特
に

（注１）律令国家が存続した、大化改新後の奈良時代を最盛期として10世紀ごろまでの約３世紀。

日本農業遺産

　社会や環境に適応しながら何世代にもわたり継承されてきた独自性のある伝統的な農林水産業
と、それに密接に関わって育まれた文化、ランドスケープおよびシースケープ、農業生物多様性な
どが相互に関連して一体となった、わが国において重要な伝統的農林水産業を営む地域（農林水産
業システム）であり、農林水産大臣により認定される。令和5年 1月現在、24地域が認定。

日本農業遺産・南あわじにおける水稲・たまねぎ・畜産の生産循環システム

南あわじ市

かんがい

円筒分水による配水
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alic 2023.403

江
戸
時
代
以
降
の
新
田
開
発
に
伴
い
高

度
化
が
進
み
、
た
め
池
、
河
川
、
用
水

路
と
い
っ
た
表
層
水
と
湧
水
、深
井
戸
、

浅
井
戸
、
横
井
戸
を
組
み
合
わ
せ
る
か

ん
が
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
田た

ず主
と
呼
ば
れ
る
組

織
が
管
理
・
運
用
を
担
い
、
現
在
で
も

水
利
ご
と
に
管
理
し
、
限
ら
れ
た
水
源

を
大
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
水
田
農
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
高
度
な
水
利
シ
ス
テ
ム
を
基
盤

と
し
て
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
稲
作

を
行
い
、
収
穫
後
に
は
同
じ
農
地
に
お

い
て
秋
か
ら
春
に
か
け
て
た
ま
ね
ぎ
を

栽
培
し
ま
す
。
米
を
収
穫
し
た
後
の
稲

わ
ら
は
家
畜
の
飼
料
と
し
て
利
用
し
、

家
畜
か
ら
生
産
さ
れ
る
牛
ふ
ん
は
堆
肥

と
し
て
農
地
に
土
壌
改
良
剤
と
し
て
還

元
し
ま
す
。
こ
の
農
業
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、雑
草
や
土
壌
病
害
虫
を
抑
制
さ
せ
、

た
ま
ね
ぎ
の
連
作
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
大
き
な
病
害
も
な
く
1
0
0
年
以

上
続
く
農
法
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
現

在
は
、
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
と
い
う
全
国

ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
露
地
野
菜
の
一
大
産

地
に
ま
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

か
ら
移
住
し
、「
蜜
玉
」
と
い
う
商
標

を
取
得
し
た
ブ
ラ
ン
ド
た
ま
ね
ぎ
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

　at green

合
同
会
社
の
田
辺
健
さ
ん

（
同
市
賀か

し
ゅ
う集

）
は
、
J
A
あ
わ
じ
島
の

G
A
P
部
会
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
、
た

ま
ね
ぎ
に
よ
るGＬＯ

ＢA
ＬG.A

.P.

（
注

２
）
の
団
体
認
証
を
取
得
し
、
国
際
基

準
の
生
産
工
程
管
理
を
行
い
な
が
ら
、

差
別
化
さ
れ
た
た
ま
ね
ぎ
生
産
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

（注２）GAP（農業生産工程管理）認証制度の一つで、運営主体はドイツに本部がある。

淡路島たまねぎの若い担い手
（左から 2525ファーム迫田氏、Top Field 堤氏、at green 田辺氏）

　
ま
た
、Ｔ

ｏｐ Ｆｉeｌｄ

の
堤
直
也
さ
ん

（
同
市
倭し

と
お
り文

）
は
、
水
稲
と
た
ま
ね
ぎ

や
レ
タ
ス
を
大
規
模
に
生
産
し
な
が

ら
、
酪
農
家
ら
と
家
畜
飼
料
の
生
産
者

団
体
を
結
成
し
、
耕
畜
連
携
の
新
し
い

モ
デ
ル
構
築
を
進
め
る
と
と
も
に
担
い

手
を
増
や
す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。

南
あ
わ
じ
地
域
の
農
業
遺
産
シ
ス
テ
ム

を
担
う
者
の
確
保
・
育
成
に
向
け
て

　
当
地
域
の
農
業
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国

的
に
見
て
も
特
殊
な
農
法
で
す
。
こ
の

た
め
、
移
住
者
を
含
め
た
就
農
希
望
者

に
は
農
業
法
人
な
ど
に
２
～
５
年
間
、

雇
用
就
農
を
し
て
農
業
の
知
識
や
技

術
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た
後

に
独
立
・
自
営
就
農
と
い
う
ス
テ
ッ
プ

を
踏
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
独
立
後
も
農
業
法
人
な
ど
か

ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
定
着
率
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
就
農
者
が
増
え
て
い
く
こ
と

で
、
1
0
0
年
以
上
続
い
て
い
る
当
地

域
の
農
業
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
か
ら
先
の

1
0
0
年
も
さ
ら
に
進
化
を
続
け
て
い

く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

次
代
の
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
生
産
を
担

う
者

　
当
地
域
で
は
た
ま
ね
ぎ
の
他
に
も
は

く
さ
い
や
レ
タ
ス
な
ど
の
栽
培
も
盛
ん

で
す
。
資
源
循
環
に
よ
る
持
続
可
能
な

農
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
若
い
担
い

手
も
着
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
に
た
ま
ね
ぎ
を
生
産
す
る

2
5
2
5
フ
ァ
ー
ム
の
迫
田
瞬
さ
ん

（
南
あ
わ
じ
市
神じ

ん
だ
い代
）
は
、
日
本
一
美

味
し
い
た
ま
ね
ぎ
を
作
る
た
め
神
戸
市
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（注）�オーストラリアでは近年、大規模な干ばつにより牧草が不足し、肉牛の飼養頭数が一時的に大きく落ち込んだが、2021 年以降、多雨による
良好な牧草の生育環境を受けて、肉牛の飼育頭数の増加（繁殖雌牛を保留し、子牛を生産することなどによる牛群の拡張）が進められている。

豪州食肉家畜生産者事業団（ＭＬＡ：Meat & Livestock Australia）
　１９９８ 年に生産者の出資により設立（前身は豪州食肉畜産公社）。主な活動は、国内外におけるオーストラリア産牛肉および羊肉（生体を含む）の販売
促進、研究・開発など。日本でも、「オージービーフ」の名称で、外食産業や小売店での販売促進、展示会やセミナーなどの活動を積極的に展開している。 alic 2023.4 04

　１月 ２４ 日（火）に開催した豪州食肉家畜生産者事業団（以下「ＭＬＡ」という）との
定期情報交換会議について報告します。
　この会議は、日本とオーストラリアの牛肉の需給動向などについて意見交換を行う
場として、１９８７ 年から定期的に開催しています。前回はコロナ禍のためオンライン
形式での開催でしたが、２８ 回目となる今回はオーストラリア・シドニーでの対面開
催となりました。
　会議では、ＭＬＡのジェイソン・ストロング代表取締役社長と alic の庄司副理事長
のあいさつの後、双方からそれぞれの牛肉需給をめぐる情勢などについて説明し、そ
の後予定時刻を超えて積極的な意見交換が行われました。
　オーストラリアの需給動向に関するＭＬＡからの説明概要は以下のとおりです。
　会議の最後に、alic と ＭＬＡとの友好関係の促進と、定期情報交換会議の継続を改
めて確認し合いました。次回は日本で開催予定です。
� （調査情報部）

豪
州
食
肉
家
畜
生
産
者
事
業
団
（
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
と
の

定
期
情
報
交
換
会
議
を
開
催

定期情報交換会議の様子

・�十分な降雨により牧草の生育環境が良好であったことなどを受けて同国では牛群再
構築（注）が伸展し、2022 年の肉牛飼養頭数は 2,760 万頭（前年比 5.6%増）に増加。
と畜頭数は牛群再構築に伴い減少（615 万頭）したものの、十分な穀物飼料が確保
できたことなどから 1頭当たりの枝肉重量が増加（320 kg/頭、2019 年比 37 kg 増）
し、牛肉生産量は 197 万トン（同 4.5%増）に増加。

・�牛肉輸出量について、2022年は牛群再構築で生産量が振るわなかったことなどから、
2003 年以来最低となった。そのような中にあっても日本は安定的かつ主要輸出相手
国。なお、日本には主にグレインフェッド（穀物肥育牛）の牛肉が輸出されており、
気候の影響をあまり受けずに安定的に輸出が可能。

・�アメリカでは干ばつによる淘
とう

汰
た

が進み、今後の牛肉輸出量は減少見込みであること
から、牛群再構築が終わるまではオーストラリアの牛肉輸出は安泰と楽観視。

・�ＭＬＡを含むオーストラリア赤身肉業界が独自に定めた 2030 年にカーボンニュート
ラルを実現するという目標「ＣＮ30」の達成に向け、同国の牛肉産業においては、ア
スパラゴプシス（牛からのメタンガス排出を抑制する藻の一種）の給餌実験や、低
メタン排出肉牛の造成（遺伝子改良）、低メタン牧草の研究などが重要と認識。

イベント
情報

MLAからの主な説明概要
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豪
州
W
a
g
y
u
の
概
要

　
豪
州
W
a
g
y
u
は
、
1
9
9
0
年

代
に
日
本
の
和
牛
の
生
体
や
遺
伝
資
源

が
米
国
を
経
由
し
て
豪
州
に
輸
入
さ
れ

　
J
E
T
R
O
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
の
赤
松
大
暢
氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
a
l
i
c

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Y
o
u
T
u
b
e
）
に
て
配
信
し
ま
し
た
（
配
信
期
間
：
2
0
2
3

年
１
月
16
日
（
月
）〜
2
月
15
日
（
水
））。

豪
州
Wag
y
u
の
位
置
付
け
と

改
良
の
実
態

（注 1）関係者によると、豪州のNo.9 は日本の同 6に相当するとの声があります。
（注 2）制度の詳細については、広報誌 2022 年 1 月号「和牛の『遺伝資源』は、わが国が育んだ宝もの」をご覧ください。
　　　 講演資料は、こちらからご覧ください。

　
日
本
で
は
、
2
0
2
0
年
10
月
か
ら

新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
和
牛
遺
伝
資

源
の
適
正
な
流
通
管
理
お
よ
び
知
的
財

産
と
し
て
の
価
値
の
保
護
が
強
化
さ
れ

ま
し
た（
注
2
）。
輸
出
さ
れ
る
和
牛
肉

に
は
「
和
牛
統
一
マ
ー
ク
」
が
付
さ
れ
、

世
界
的
に
唯
一
無
二
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
需
要
の
高
ま
り
か
ら
高
級

牛
肉
の
市
場
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
中
、

日
本
の
和
牛
肉
の
豪
州
W
a
g
y
u
肉

と
の
差
異
が
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
再
認
識

に
つ
な
が
り
、
輸
出
拡
大
の
追
い
風
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
視
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者
か
ら
は
、「
生
産
か
ら
販
売

豪
州
W
a
g
y
u
の
流
通
状
況

　
日
本
の
和
牛
肉
お
よ
び
他
国
の

W
a
g
y
u
肉
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

は
、
世
界
中
で
3
万
件
以
上
も
外
食
産

り
、
こ
れ
ま
で
高
級
な
外
食
産
業
向
け

が
中
心
と
さ
れ
て
き
た
W
a
g
y
u
肉

が
よ
り
一
般
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
豪

州
W
a
g
y
u
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は
、
豪
州
国
内
や
米

国
の
一
般
的
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
へ
の
供
給
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
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中
国
で
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、

家
庭
消
費
の
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況
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日
本
の
和
牛
と
豪
州
Wag
y
u
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差
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豪
州
W
a
g
y
u
は
、
和
牛
遺
伝
子

の
交
配
割
合
が
50
%
以
上
の
交
雑
種
も

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
品
質
に
大
き
な

幅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
豪
州
と
日
本

の
脂
肪
交
雑
基
準
は
別
物
で
、
前
者
は

N
o
・
9
ま
で
、
後
者
は
N
o
・
12
ま

で
と
区
別
さ
れ
ま
す（
注
1
）。さ
ら
に
、

飼
料
に
つ
い
て
も
、
豪
州
は
大
麦
と
小

麦
が
主
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
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体
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
肉
質
や
脂
の
風
味
も
異
な
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

豪州Wagyu 繁殖牛の放牧風景（ニューサウスウェールズ州）

ま
で
の
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
し
て

調
査
し
て
お
り
、
豪
州
W
a
g
y
u
の

概
要
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

「
さ
す
が
現
地
だ
か
ら
こ
そ
の
情
報
で

現
状
が
よ
く
分
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っ
た
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絶
対
的
な
量

の
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さ
は
、
輸
出
促
進
を
進
め
て
い
る

和
牛
肉
に
と
っ
て
や
は
り
大
き
な
脅
威

と
な
り
得
る
と
感
じ
た
。」
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
a
l
i
c

で
は
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後

も
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

て
以
降
、
独
自
の
改
良
増
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が
行
わ
れ
て
き
ま
し
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豪

州
W
a
g
y
u
は
、
日
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和
牛
遺
伝
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の
交
配
割
合
が
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上
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牛
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さ
れ

て
お
り
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交
配
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合
に
よ
っ

て
分
類
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す
。

　
2
0
2
2
年
度
の
飼
養
頭

数
は
、
49
万
2
0
0
0
頭
と

豪
州
の
肉
用
牛
全
体
の
2
・

0
%
を
占
め
、2
0
2
5
年

度
に
は
1
・
8
倍
と
な
る
88

万
6
0
0
0
頭
ま
で
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
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業
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
米
国
に
は
、

ミ
リ
オ
ネ
ア
と
呼
ば

れ
る
富
裕
層
が
多
く

存
在
し
、
高
た
ん
ぱ

く
製
品
の
大
消
費
国

で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
級
牛
肉
の
潜

在
需
要
は
大
き
い
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
な
ど
の
影
響
に
よ
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　牛乳は、たんぱく質やカルシウムなど、私たちの生活で必要不可欠な栄養
素を豊富に含む飲み物です。年間１人当たりの牛乳消費は、２００ mlの牛乳パッ
クで換算すると約 １２０ 本に達します（令和３年度）。また、牛から搾られた
生乳は、牛乳以外にもバターやチーズなどさまざまな乳製品に加工できます。
そんな牛乳や乳製品がどのようにしてできるか知っていますか？

牛乳が消費者に届くまで
（1）生乳生産
　牧場で育てられた乳牛から搾った状態の乳を生乳と呼び、搾りたての生乳
は冷却され保存されます。代表的な乳用牛であるホルスタイン種の場合、１
頭から１日に約 ２５〜３０ℓもの生乳を搾ることができます。

牛
乳
・
乳
製
品
が
で
き
る
ま
で
〜
牧
場
か
ら
食
卓
へ
〜

ま め
知 識

調
査
情
報
部

放牧の様子 牧場で生乳を冷却

（２）生乳の受入れ〜牛乳の製造
①

↓

①　�生乳はタンクローリーで牧場から
集められ、乳業工場へと出荷され
ます。

②②　�乳業工場では、集められた生乳につ
いて細菌検査やアルコール検査（注１）

など１０項目以上のさまざまな検査
を行います。検査に合格した生乳
のみが牛乳や乳製品の製造ライン
へ仕向けられます。

（注１）　�生乳にアルコールを混ぜ、凝固物の有無を確認します。凝固物ができた場合は生乳の鮮
度が悪いなどの可能性があります。
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取材協力：株式会社　M-Queen’s
　　　　　よつ葉乳業株式会社　十勝主管工場

（３）包装〜出荷
　牛乳は、充

じゅうてん

填機の中で紙パックに詰められた後、
出荷前まで冷蔵庫で保管されます。その後、衛生面
や風味などの最終の製品検査を経て、卸売業者や
スーパーマーケットなど小売店などに向けて出荷さ
れます。

↓
③

↓

③　�次に、品質を安定させるため、生乳に圧
力をかけ、生乳中に含まれる脂肪の粒を
細かくし均質化します（ホモジナイズ）（注２）。

↓

（注２）　�生乳にホモジナイザーという機械で圧力をかけま
す。ホモジナイズ前の生乳中の脂肪の粒には大
きいものも含まれるため、静置しておくと脂肪分
が分離してくることがあり、口当たりが不均質と
なることがあります。

④　�その後、生乳を殺菌（一般的にこの殺菌
された状態を牛乳と呼びます）し、直ち
に冷やされ一時貯蔵されます。

④

牛乳以外にも ...
　生乳は、飲料用の牛乳以外にもバターやチーズなどさまざまな乳製品に加工されます。例え
ば、バターは、生乳から脂肪分を取り出して得られるクリームを練り合わせたものです。チー
ズは、生乳に乳酸菌（スターター）や酵素などを加え固め
ることで作られます。また、生乳生産が需要を上回った際
には、牛乳に比べて保存が利くこれら乳製品への生乳仕向
け量が増やされます。このように、乳製品は皆さんの食生
活を豊かにするのと同時に、生乳需給のバランスを調整す
る重要な役割も果たしています。alicは、脱脂粉乳やバター
などの製造に仕向けられる加工原料乳に対する支援などを
行っています。 alic は、企業や団体、自治体などが連携し、

牛乳・乳製品の消費の拡大を目指す「牛乳で
スマイルプロジェクト」のメンバーです
参考　�農林水産省「牛乳でスマイルプロジェ

クト」
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業務概要動画を公開しました
「alic の業務はすべての人のために」

　alic は、農畜産業分野の政策実施機関として、農畜産業および関連産業の健全な発展と、国
民消費生活の安定に寄与することを使命に、業務を実施しています。業務対象となる畜産物、
野菜、砂糖、でん粉は、わが国の農業総産出額の約 6 割を占め、その安定供給はすべての人
の消費生活に欠かせないものです。
　今回、alic の業務の役割や必要性について、分かりやすく説明した動画を作成しました。 
ぜひご覧ください。

【alic の主な取組】
１．国内の農畜産物の生産者などの経営安定対策
２．需給調整・価格安定対策
３．自然災害や家畜疾病の発生などに対応した緊急対策
４．これらに関連する情報収集提供

　alic は引き続き、求められる使命の実現に向け、機動的かつ効率的な業務の実施に全力で取
り組んでまいります。
　詳しくは、ホームページコンテンツ「alic の業務はすべての人のために」や「業務概要パン
フレット」もご覧ください。

（デジタルブック版では動画を再生できます）
YouTube　alicチャンネルをぜひご覧ください。

ご案内
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動画再生はこちらから！
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独立行政法人農畜産業振興機構（alic）では、皆さまにお砂糖をもっと身近に感じても
らうため、お砂糖に関する動画コンテンツを制作し、YouTubeにより配信しています。

今後もさまざまなコンテンツをアップしていきますので、alic の YouTube チャンネル
（alic channel）も、ぜひご登録ください。

美しき和菓子の世界
～お砂糖の奥深き魅力～

（デジタルブック版では
動画を再生できます）

美しい和菓子
には、繊細な

技巧が

込められてい
ます

お砂糖関係
の動画を

公開しまし
た

和菓子の老舗、「とらや」の職人さんにお話を伺いました

見た目にも彩り鮮やか
な和菓子

日本文化や花鳥風月
などがかたどられてい

ます

お砂糖のさまざまな特性が
繊細な和菓子作りに
生かされています！

ご案内
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「畜産の情報」 4 月号（3/２4 発行）
【海外情報】から
タイトル：中国における畜産物消費の変化 ～食肉編～
執 筆 者：調査情報部　阿南 小有里、横田 徹
　中国では、所得向上や食生活の変化などから畜産物の需要は年々高まり、輸入量も増加傾
向で推移しています。同国の１人当たりの畜産物消費量は日本との比較では少ないながら、
さらなる伸びが見込まれており、国際相場を左右する同国の消費動向は世界の注目を集めて
います。本稿では、同国の食肉（豚肉・牛肉・鶏肉）消費の変遷および今後の動向などにつ
いてご報告します。

「野菜情報」 4 月号（3/２7 発行）
【話題】から
タイトル：GAP 認証取得支援の取り組みで、持続可能な農業経営を推進
執 筆 者：株式会社イトーヨーカ堂 マルシェ部 青果シニアマーチャンダイザー 佐久間　隼
　株式会社イトーヨーカ堂では、同社が所属するセブン＆アイ・ホールディングスグループ
が掲げる「持続可能な調達」の目標を達成するため、２０ 周年を迎えたオリジナルブランド「顔
が見える野菜。」を生産する契約農家に対し、同社が各 GAP 認証取得を推進、支援してい
ます。本稿では、その意義と具体的取り組みについてご紹介します。

「砂糖類・でん粉情報」 3 月号（3/10 発行）
【話題】から
タイトル：砂糖の消費拡大と食育を目的とした学校給食へのデザート提供
　　　　　～北海道産原材料にこだわったデザート「あずきゼリー」と「ぜんざい」～
執 筆 者：ホクレン農業協同組合連合会　てん菜業務部　てん菜業務課
　北海道産農産物のおいしさや北海道農業について、将来を担う子どもたちに知ってもらい、
理解者やファンを増やしていくことを目的に、ホクレン農業協同組合連合会では、北海道産
農産物を使用したデザートを学校給食へ提供する取り組みを実施しましたのでご紹介します。

ご紹介した記事のほか、需給情報などについては各誌 web サイトをご覧ください。

　alicでは、毎月、「畜産の情報」「野菜情報」「砂糖類・でん粉情報」を発行しています。
　情報誌では、需給動向の解説、海外の動向、国内の優良事例などをご紹介しています。
　今号は、最新の情報誌から、注目記事をご紹介します。

最新の情報誌から最新の情報誌から最新の情報誌から
ご案内
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https://lin.alic.go.jp/alic/month/month.htm
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/index.html
https://sugar.alic.go.jp/mokuji/mokujiyear.htm
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002681.html
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/wadai/2304_wadai1.html
https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_002887.html
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※本誌掲載記事の転載をご希望の場合は上記窓口まで
　ご相談下さい。
※バックナンバーのご案内
　https://www.alic.go.jp/koho/kikaku03_000299.html
※本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、
　それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

発行元

電 話
F A X
U R L
編集／デザイン

編集部から

次号は2023年5月8日発行です。
掲載予定
〇理事長あいさつ～新しい中期計画について～
〇 alic セミナー
　ポーランドの牛肉産業の現状と対日輸出動向
〇イベント情報
「第 18 回食育推進全国大会 in とやま」に出展し
ます

〇ご案内
　お砂糖の動画を配信しています
※タイトルなどを変更する可能性がありますので、ご了承ください。

alic
から

alic 2021.7 08

原則毎月10日（砂糖類・でん粉）
と25日（畜産、野菜）の配信です。
詳細はこちらをご覧ください。

情報誌のメールマガジンに広告を掲載してみませんか？
セミナーのご案内など貴社のPRに是非ご活用ください！
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　この春から新生活が始まった方もいらっしゃるかと思
います。新しい環境に身を置くと、これまでの「当たり前」
が「特別」と気付くことがあります。今号では、令和 3
年 2 月に日本農業遺産に認定された南あわじ市における
水稲・たまねぎ・畜産の生産循環システムについて、ご
寄稿いただきました。地域の特性を生かし、住民の方々
によって育まれた伝統的な農業システムが、持続可能な
生産につながる農法であると改めて評価されています。
若い就農者の方々のチャレンジによってさらに発展され
ていくことを願います。
　「まめ知識」では、牛乳・乳製品が皆さまの食卓に届く
までの工程について、ご紹介しました。生乳が過剰気味
となっていることに加え、酪農経営は飼料などの高騰で
大きな課題に直面しています。安全・安心で美味しい牛
乳・乳製品をいつでも味
わえることに感謝すると
ともに、積極的に食生活
に取り入れたいですね。
alic HP では、牛乳・乳
製品を使った料理レシピ
集も掲載しています。ぜ
ひご覧ください。

　alic では、畜産、野菜、砂糖・でん粉に関する情報や
広報誌「alic」の発行についてお知らせするメールマガジ
ンを発行しています。配信をご希望の方は、こちらから
ぜひご登録ください！

ご感想ご意見をお待ちしています！
　今月の広報誌「alic」のご感想や今後取り上げてほしい
テーマなど、ぜひこちらからお聞かせください。

グリーンピースの春色スープ
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